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・計画策定の経緯 

資 料 

・用語の説明 

・「コンパクトシティ蕨」将来ビジョンⅡ 
 後期実現計画における施策指標一覧 
 （教育関連抜粋・参考） 
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  本計画の策定にあたり、教育委員会では、職員で構成する策定委員会を設置し、計画

内容の検討を重ねるとともに、教育関係団体への意見聴取やパブリック・コメントを実

施するなど、広く市民の方々の意見を取り入れながら計画策定を進め、令和７年２月の

定例教育委員会で最終案を議決しました。 

 

 （１）関係団体への意見聴取 

    計画策定にあたり、市内の教育関係の主な団体の代表者を対象に、本計画の概要

説明及び意見聴取を実施しました。 

  本計画に関することのほか、各団体で力を入れている取り組みや課題、蕨市の教

育への提案・要望などのご意見をいただき、計画策定にご協力いただきました。 

   【実施期間】令和６年１１月～1２月 

   【対象者一覧】 

団体名 役職等 氏名 

蕨市小・中学校校長会 会長 原田 卓治 

蕨市ＰＴＡ連合会 会長 梅谷 知弘 

蕨市社会教育委員会議 議長 德丸 平太郎 

蕨市青少年団体連絡協議会 会長 須賀 昭仁 

蕨市スポーツ協会 会長 佐藤 則夫 

蕨市レクリエーション協会 会長 大武 勝雄 

蕨市公民館運営審議会 会長 大鷲 輝国 

蕨市立図書館協議会 会長 町田 敏子 

蕨市立歴史民俗資料館協議会 会長 岡田 眞理子 

蕨市立学校給食センター運営委員会 委員長 山口 浩 

（敬称略・順不同） 

 （２）パブリック・コメント 

    計画策定の過程において、その案を公表し、広く市民から意見を募ることで、市

民参画機会の確保や市民への説明責任を果たすとともに、さまざまな声を本計画に

反映することを目的に実施しました。 

【実施期間】令和６年１２月２７日～令和７年１月１6日 
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 （３）市民からの意見 

計画策定にあたり、こども基本法や国の第4期教育振興基本計画の趣旨を踏まえ、

蕨市こども計画策定におけるヒアリングや令和６年度市民意識調査での、教育に関

連する市民からの意見を参考としました。 

 

みなさんの意見 
 
・小学校のトイレを和式から洋式に早く変えてほしい。 
・小中学校のトイレの整備（トイレのドア等）を急いでほしい。 

・トイレが汚くてくさい場所がある。 
・中学校の校舎や、校庭の整備をするべき。 
・学校施設、備品の老朽化が気になる。 

ポイント 
 
・学校施設の改修、設備の整備を進めてほしい 

書いてある場所 
 
基本目標① 学びあい高めあう学校教育の充実 
（２）教育環境の充実 １ 時代に対応した学校施設の機能充実 

   ①児童・生徒が健やかに学習・生活できるよう、トイレの洋式化を含めた 
全面リニューアルを進めるとともに、新しい時代の学びに対応した環境 

の整備に努めます。（P36） 
  ②長寿命化改修を中心とした学校施設の老朽化対策の検討と実施を図りま 

す。（P36） 

 

みなさんの意見 
 
・小中学校の子どもたちの教育について、なるべく電子化させた方がいいと思う。 
・教科書などの教材が多く、持ち帰りなどが大変にみえる。 

ポイント 
 
・一人1台端末を活用した授業を受けたい 

書いてある場所 
 
基本目標① 学びあい高めあう学校教育の充実 
（２）教育環境の充実 １ 時代に対応した学校施設の機能充実 

   ③中学校への DX ルームの整備や、ＧＩＧＡスクール構想に伴い配備した 
    一人１台端末の活用や維持・更新、ＩＣＴ活用学習環境の充実を図りま 

す。（P36） 
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みなさんの意見 
 
・図書館の改善をしてほしい。場所や施設、資料の不十分さなどが不便です。 
・Wi-Fi環境や充電しながら自習、仕事ができる図書館がない。 
・図書館等における勉強スペースを、小～中・高生／大学・社会人に分けてほ 
しい。 

ポイント 
 
・使いやすくなるよう図書館環境を整えてほしい 

書いてある場所 
 
基本目標② 生涯学習を支える社会教育の充実 
（１）学習環境と学習機会の充実 ４ 図書館サービスの充実 
  ②新図書館の整備に向けて、関係各所との連携を図りながら、館内読書環 

境が充実した施設となるよう設計の検討を進めます。また、図書館の蕨 
駅前への移転に併せて、南町地区の利便性に配慮して分館設置の検討を 

進めます。（P47） 

 

みなさんの意見 
 
・他校の子と交流できるような事業、イベント（スポーツイベント、キャンプ 
等）があると良い 

・ゴルフや弓道など子どもだけではなかなかできない活動をしたい。 

ポイント 
 
・いろんな人との交流の場が欲しい 
・様々なスポーツを体験したい 

書いてある場所 
 
基本目標③ どこでもだれもが親しめる生涯スポーツの充実 
（２）スポーツ・レクリエーション活動の推進 
２ 多様なスポーツ・レクリエーション機会の充実 
 ①市民体育館などを拠点として、市民ニーズに応じたさまざまなスポーツ 

・レクリエーション講座を開催します。（P61） 

 ②市民ロードレース大会や、少年スポーツ教室の開催、民間温水プールの 

借上げなどを実施し、スポーツ・レクリエーションに親しめる機会を提 
供します。（P61） 
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 （４）蕨市教育振興基本計画策定委員会 

     

○蕨市教育振興基本計画策定委員会設置要領 

令和６年４月15日教育長決裁 

（設置） 

第１条 蕨市教育振興基本計画（以下「基本計画」という。）を策定するため、基本計画策

定委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（所掌事務） 

第２条 委員会の所掌事務は、次のとおりとする。 

(１) 基本計画の策定に関すること。 

(２) その他基本計画に係る重要事項に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は、委員長及び委員をもって組織する。 

２ 委員長は教育部長をもって充て、委員は別表に掲げる職員をもって充てる。 

３ 委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、委員長があらかじめ指名する委

員がその職務を代理する。 

（会議） 

第４条 委員会は委員長が招集し、議長となる。 

２ 委員会が必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見若しくは説明を聴き、

又は必要な資料の提出を求めることができる。 

（庶務） 

第５条 委員会の庶務は、教育部教育総務課において処理する。 

（委任） 

第６条 この要領に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は、委員長が別

に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要領は、令和６年４月１５日から施行する。 

 （有効期限） 

２ この要領は、令和７年３月３１日限り、その効力を失う。 
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○蕨市教育振興基本計画策定委員会名簿 

 

委員長 教育部長 渡部 幸代 

委員長職務代理 教育部次長（学校教育課長） 小山 晃弘 

委員 教育総務課長 白鳥 幸男 

 教育部次長（生涯学習スポーツ課長） 加納 克彦 

 中央公民館長 鈴木 啓文 

 図書館長 佐藤 昌史 

 歴史民俗資料館長 小川 有紀子 

 教育部副参事（学校給食センター所長） 石丸 岳広 

 健康福祉部次長（子ども未来課長） 福田 望 
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該当ページ 用語 説明 

3 VUCA Volatility（変動性）、Uncertainty（不確実性）、Complexity
（複雑性）、Ambiguity（曖昧性）の４つの言葉の頭文字をと
った造語。社会やビジネスにとって、未来の予測が難しくなる
状況のこと。 

3･12 Society5.0 狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会に続く、人類史上５
番目の新しい社会で、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル
空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済発
展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会。 

3 ウェルビーイング 身体的、精神的に健康な状態であるだけでなく、社会的、経済
的に良好で満たされている状態にあること。 

3･4･13･ 

19･36･46 

デジタルトランス 
フォーメーション 
（DX） 

デジタル技術を活用して人々の生活をより良いものへと変革
し、既存の価値観などを根底から覆すような新たなしくみを
作り出すこと。 

8･12･13･ 

31･32･34 

･35･36･ 

45･47 

ＩＣＴ Information Communication Technology の略。情報
（Information）や通信（Communication）に関する技術の
総称。 

8･32 全国学力・学習 
状況調査 

文部科学省が実施する、全国的に子供たちの学力・学習状況を
把握するための調査。小学校６年生及び中学校３年生を対象
としている。 

8･32 埼玉県学力・学習 
状況調査 

小学校４年生から中学校３年生までを対象とした、埼玉県の
子供たちの学力や学習状況を把握するための調査。学習内容
の定着度や一人ひとりの学力の伸びを把握することで、教育
施策や指導の改善を図る。学力のほか､自制心､自己効力感､勤
勉性､やり抜く力などの非認知能力についても調査している。 

12 ＩｏＴ Internet of Things（モノのインターネット）の略で、あらゆ
るモノがインターネットにつながっている状況、あるいはそ
の技術を指す。例えば、家電製品がインターネットにつながる
ことで、外出先からでも操作することなどが可能になる。 

12 メディアリテラシー 情報及び情報手段を主体的に選択し活用していくための個人
の基礎的な資質のこと。 

13･19 SDGs Sustainable Development Goalsの略で、持続可能な開発
目標のこと。4つの分野と17の目標からなり、持続可能な社
会の実現を目標としている。 

13 カーボンニュートラル 二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの「排出量」から、森
林管理などによる「吸収量」を差し引いて、合計を実質的にゼ
ロにすること。 

22･31 学習指導要領 文部科学省が定める、各学校で教育課程を編成する際の基準
のこと。全国のどの地域でも一定の水準の教育を受けられる
よう、各教科などの目標や大まかな教育内容を定めるもの。 
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該当ページ 用語 説明 

31 ティーム・ティーチング 複数の教師が指導計画の作成、授業の実施、評価などに協力し
てあたること。 

32 学校図書館教育支援員 子どもの読書活動を支援するために、蕨市では２校に１名の
割合で配置している司書資格を有する職員のこと。 

32 カリキュラム・ 
マネジメント 

学習指導要領等を受け止めつつ、子どもたちの姿や地域の実
情等を踏まえて、各学校が設定する教育目標を実現するため
に、学習指導要領等に基づき教育課程を編成し、それを実現・
評価し改善していくこと。 

32 はつらつスクール事業 大学生などに児童・生徒の学習や生活の支援等をしてもらう
ことで、学校教育の充実を図る事業。活動する大学生にとって
も、将来に向けた社会的視野の拡大という側面から、大切な経
験となる。 

32 スクール支援員 児童・生徒の豊かな心や生きる力を育むために、教科指導、国
際理解教育、情報教育等での補助や支援のほか、学校生活全般
についての補助を行う職員のこと。 

32 中学生 
ワーキングウィーク 

中学校２年生を対象とした社会体験事業。平成15年度から、
地域の企業や施設において、職場体験活動を行っている。 

32 蕨ＣＯＣＯＬＯプラン すべての不登校児童生徒が、自身の目指す進路を自己決定し
学びにアクセスできるよう支援する取組のこと。 

33 特別支援教育 従来の特殊教育の対象の障害だけでなく、LD（学習障害）、
ADHD（注意欠陥多動性障害）、高機能自閉症を含めて障害
のある児童・生徒の自立や社会参加に向け、一人ひとりの教育
的ニーズを把握して、その持てる力を高め、生活や学習上の困
難を改善または克服するために、適切な教育や指導を通じて
必要な支援を行う教育のこと。 

34 クリエイティブ先生 ５年経験者研修を修了した７・８年次の教員に対し、これまで
の教育実践を見直し、教育の専門的知識・技能の一層の充実を
図るとともに、教育活動の中核教員として活躍できる資質を
育成することを目的とした研修のこと。 

38 彩の国教育の日 埼玉県では、毎年11月１日を「彩の国教育の日」、11月１日
から７日までを「彩の国教育週間」と定め、教育に対する関心
と理解を深める機会としている。 

39 学校運営協議会制度 学校運営の改善や児童・生徒の健全育成を図ることを目的に、
地域住民や保護者などで構成する、学校運営協議会（コミュニ
ティ・スクール）を設置する制度。 

39 学校応援団 学校における学習活動、安全確保、環境整備などについて、ボ
ランティアとして協力や支援を行う保護者・地域住民による
活動組織のこと。 

39 蕨市健やかメディア宣言 未来を担う子どもたちの健やかな未来を願い、電子メディア
から離れる時間も大切にし、目的をもって電子メディアを活
用していけるようにする宣言。 
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該当ページ 用語 説明 

39 わらび子ども宣言 2009（平成21）年７月、蕨市市制施行50周年記念にあたり、
蕨市の子どもたちが豊かな心を育み、社会に誇れる人格を形
成することを願い、未来ある蕨市の子ども像の実現に向けた、
青少年健全育成の指針として制定した。 

40 ３つのめばえ 小学校入学までに子供たちに身に付けてほしいことを、「生
活」「他者との関係」「興味・関心」の視点から、埼玉県教育
委員会が子育ての目安としてまとめたもの。 

41 幼児教育・保育 
無償化制度 

全ての３～５歳児と、住民税非課税世帯の０～２歳児を対象
として、令和元年10月に始まった制度。認可保育所や認定こ
ども園などの保育料が無料になり、幼稚園は月額上限25,700
円を無償化する。 

41 夜間中学 市町村が設置する中学校において、夜の時間帯に授業が行わ
れる公立中学校の夜間学級のこと。小学校や中学校を卒業し
ていない人や、中学校を卒業した人のうち学び直しを希望す
る人、外国籍の人などの教育を受ける機会を保障するための
重要な役割を果たしている。 

44 ユニバーサルデザイン 障害の有無、年齢、性別、人種等にかかわらず多様な人々が利
用しやすい都市や生活環境などのデザインのこと。 

46･49 わらび学校土曜塾 児童の自主的な学習をサポートし、学ぶ楽しさを教え、基礎学
力の向上や学習習慣の定着を図ることを目的に、市内の全小
学校区において、月２回程度、土曜日に実施している事業のこ
と。 

47 セカンドブック事業 ブックスタート事業のフォローアップ事業で、子どもたちの
成長に応じた読書のきっかけづくりや習慣化を支援するため
「本」をプレゼントする取組のこと。 

47 読書・よみきかせ手帳 子どもたちの読書意欲の向上などに向けた取組の一つで、自
分の読んだ本を記録しておけるもののこと。 

49･59･60 蕨市生涯学習推進計画 生涯学習とは、学校教育や社会教育といった枠にとらわれな
い生涯にわたって行う学習活動であり、同計画は「コンパクト
シティ蕨」将来ビジョンの“生涯学習に関する施策”を具体化
するための個別計画のこと。 

49･53 わらび市民活動    
人材ネット      
つながるバンク 

わらび市民ネットと蕨市が共同で運営するシステム。「資格や
知識、技術などを社会に役立てたい」と思う人の登録と、それ
を必要としている人への紹介を行う。 

49 放課後子ども教室 放課後に子供たちが安心して活動できる場の確保と、次世代
を担う児童の健全育成の支援を目的として実施している事
業。遊びやスポーツ、学習など、さまざまな体験活動を行うと
ともに、地域の方との交流も図っている。 

51 三市青少年の船 蕨・戸田・川口市の青少年を対象に、三市で船舶及び島での研
修を行う事業。昭和50年度に開始した。 

55 ＬＧＢＴQ 「Lesbian（レズビアン）」、「Gay（ゲイ）」、「Bisexual
（バイセクシュアル）」、「Trans-gender（トランスジェン
ダー）」、「Queer/Questioning（クィア/クエスチョニング）」
の頭文字をとって名付けられた言葉。性的少数者を表す総称
の一つ。 
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該当ページ 用語 説明 

55 ヤングケアラー 本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日
常的に行っているおおむね18歳未満の子どものこと。 

56 人権の花運動 小学校（各年２校）において、花や苗、球根などの育成を通し
て、思いやりの心などを育む取り組み。 

59 スポーツ推進委員 スポーツ基本法に基づきスポーツの推進を図るため、市から
委嘱を受けて活動する非常勤職員であり、2024（令和６）年
11月時点で30名が活動している。 
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第２章 豊かな個性を育み子どもたちの未来輝くまち 

指標 現状値 目標値 指標の考え方 

埼玉県学力・学習状況調
査において各教科内容別
結果(正答率)が県平均を
上回った項目の割合(小･

中学校) 

89.7% 
(過去5年平均) 

100% 

教育内容の充実度を測る指標として、埼
玉県が実施している学力・学習状況調査
から、各教科内容別結果(正答率)が県平
均を上回った項目の割合をみます。県平
均を全項目で上回ることを目標値とし
ます。 

小･中学校トイレの洋式
化率 

54.9% 100% 

学校施設の整備の充実度を示す指標と
して、小･中学校トイレの洋式化率をみ
ます。洋式化率100%を目標値としま
す。 

 

第４章 にぎわいと活力、市民文化と歴史がとけあう元気なまち 

指標 現状値 目標値 指標の考え方 

公民館延べ利用者数 163,634人 210,000人 

生涯学習環境や機会の充実を示す指標
として、生涯学習の拠点である公民館の
延べ利用者数をみます。210,000人を
目標値とします。 

図書館の貸出等件数 
（電子図書含む） 

357,073件 530,000件 

市民の生涯学習に重要な役割を果たす
図書館の充実を示す指標として、市立図
書館の貸出等の件数をみます。電子図書
館の利用も含め530,000件を目標値と
します。 
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